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A study of “setting educational objectives in Mathematics” at a private university:
The investigation of students' perspectives on Mathematics and instruction
【原著論文】 
ある私立大学教員養成における算数関連科目の教育目標の設定に関する一考察 
－ 私立大学小学校教員志望学生の数学観・授業観の調査を通して － 
A study of “setting educational objectives in Mathematics” at a private university: 






























































































































 崎野（2013）は，文部科学省が平成 17 年実施した「義
務教育に関する意識調査」の実施時期に小学 6 年生だっ


















































 兵庫県にある小学校教員養成課程のある A 私立大学に
在籍する学生 173 名 
  鹿児島県にある小学校教員養成課程のある B 私立大学
に在籍する学生 59 名 
 東京都にある小学校教員養成課程のある C 私立大学に
在籍する学生 83 名 
（3）調査時期 

























した者を除いた。その結果，分析対象は A 私立大学 133
名，B 私立大学 57 名，C 私立大学 65 名の計 255 名である。 
（5）調査結果 
1）因子分析の結果 
 設問 D1 を除く 30 項目について主因子法による因子分
析を行った。固有値の変化は 5.42，2.76，2.28，1.86，1.77
…であり，3 因子構造が妥当であると考えられた。そこで
再度 3 因子を仮定して主因子法・Promax 回転による因子
分析を行った。その結果，十分な因子負荷量を示さなかっ
た 14 項目を分析から除外し，再度主因子法・Promax 回転
による因子分析を行った。Promax 回転後の最終的な因子
パターンと因子間相関を表 1 に示す。なお，回転前の 3 因




































2）因子による 3 地区の比較の結果と考察 







表 1 Promax 回転後の因子パターン行列 
変 数 因子 1 因子 2 因子 3 
E1 0.8709 0.0548 -0.1111 
E2 0.8717 -0.0163 0.0482 
E3 0.8025 -0.0242 -0.0588 
E4 0.8290 -0.0101 0.1120 
E5 0.6865 0.0462 -0.0001 
E6 0.6766 -0.0147 0.0454 
S4 -0.0061 0.1398 0.5369 
S8 0.0136 -0.0410 0.7273 
S9 0.0129 0.0254 0.5435 
S11 -0.0106 -0.0696 0.6690 
I1 0.1181 0.6641 -0.0413 
I2 -0.0189 0.7874 0.0953 
I3 -0.1018 0.7801 -0.0437 












 各項目の回答を間隔尺度に変換（1 を 1，2 を 2，3 を
4，4 を 5）した平均値と標準偏差は次の表 2 の通りであ
る（ただし，S3 と S4，I1，I2，I3，I4 については順位尺
度を逆転させて間隔尺度に変換している）。 























図 1 3 因子の分散分析，平均値の差の検定 
① 因子「算数・数学学習好意」の分散分析と平均値の差の検定  















F　値 自由度1 自由度2 P　値
1.0596 2 252 0.3481
因　子 TypeⅢ平方 自由度 平均平方 F　値 P　値
地区 42 .5061 2 21 .2 530 1 .7419 0 .1773
誤差 3074 .7253 252 12 .2 013
全体 3117 .2314 254
ルビーン検定
F　値 自由度1 自由度2 P　値
4.9305 2 252 0.0079**
手　法 F　値 自由度1 自由度2 P　値
Welch 1.6774 2 126.5197 0.1910
ルビーン検定
F　値 自由度1 自由度2 P　値
0.6941 2 252 0.5005
因　子 TypeⅢ平方自由度 平均平方 F　値 P　値
地区 14.7862 2 7.3931 0.5788 0.5613






















































表 3 「算数・数学学習目的」との順位相関係数  n=133， ＊P=0.05,**P=0.01 
 
(S4) 数学の知識は社会
に出てから役に立たない 0.2109 * 0.2621 ** 0.2664 ** 0.2337 ** 0.2098 * 0.2778 ** 0.2162 *
(S8) 数学は全ての人に
必要な科目である 0.1684 0.2208 * 0.2952 ** 0.2396 ** 0.2677 ** 0.0789 0.0175
(S9) 数学を学ぶ目的は
人間性を磨くためである 0.2095 * 0.2689 ** 0.2336 ** 0.1250 0.2416 ** 0.1545 0.0063
(S11) 進学・就職以外に



















表 2 A 私立大学の各調査項目の平均値と標準偏差 
 
変　数 E1 E2 E3 E4 E5 E6 S1 S2 S3 S4
平　均 3.26 2.84 3.34 3.05 3.04 2.67 2.08 2.25 4.15 3.09
標準偏差 1.46 1.53 1.33 1.39 1.42 1.43 1.03 1.13 1.08 1.25
変　数 S5 S6 S7 S8 S9 S10 S11 S12 I1 I2
平　均 3.76 3.23 3.14 2.69 2.18 3.71 2.96 3.87 3.29 2.44
標準偏差 1.23 1.32 1.27 1.26 1.10 1.24 1.31 1.15 1.17 1.13
変　数 I3 I4 I5 I6 M1 M2 M3 M4 M5 M6
平　均 2.89 2.41 2.38 2.14 4.11 2.43 2.96 3.53 3.43 2.06
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